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ドイツー ザクセン邦-のミッテルシューレにおける物理教育

田中 賢二

ドイツ (連邦共和国)のザクセン邦に焦点を当て,ミッテルシューレにおける物理教育の

親状を,学習指導要領などを手がかりにして,明らかにした｡ミッテルシューレはハウプト

シューレ課程 (通算呼称第5-9学年)とレアールシューレ課程 (第5-10学年)からなり,

第6学年から始まる物理の週授業時間数合計 (各学年過2時間)にも,違いが生じている｡

第7学年から,課程別に分かれ,2つの課程で,分野名 ･大項目数 ･中項目数 ･時数の全て

で同一なものはなく,7-9学年における学習内容の目標表現,上位の目標への関連,他教

科への関連,生徒実験の指示数などにも,課程の違いを見ることができる｡しかし,教科の

学習目標も検定物理教科書も,課程別に分けられていない｡そこで,授業実践に際して,教

員の資質 ･能力が問われることになるといえる｡
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Ⅰ.はじめに

既に,筆者は, ドイツについては第二次世界大戦

以前において世界をリー ドしてきた物理学の伝統を

背景にもつ (西)ドイツにおける物理教育の現代化1)

など一連の研究を行ってきた｡ほぼ40年を経て,東 ド

イツ (ドイツ民主共和国DeutscheDemokratische

Republik)は,邦 (Land)を復活し,西 ドイツ (ド

イツ連邦共和国BundesrepublikDeutschland)に

編入する形で, ドイツ統合 (1990)を達成したが,

この旧東 ドイツ地区のチューリンゲン邦に焦点を当

て,いわゆる西 ドイツ化のもと,8年制ギムナジウ

ムの物理教育の現状2)も明らかにした｡

ドイツ語圏であるオーストリア (オース トリア共

和国RepublikOsterreich)の前期中等教育段階にお

ける物理教育については,初等教育段階の教科 ｢事

象教授｣との関連3)を,また,前期中等教育段階の

ハウプトシューレにおける物理カリキュラムの変化

4) も,5年制職業教育中等学校における物理カリキュ

ラムの現状5)も明らかにしてきた｡加えて,オース

トリア とス イス (ス イス連邦Schweizerische

Eidgenossenscha氏)とに挟まれたドイツ語を公用語

とするミニ国家･リヒテンシュタイン (リヒテンシュ

タイン候EIFOrstentumLiechtenstein)については,

初等中等教育段階における科学教育の現状6)ち,そ

して,スイスードイツ語圏ベルン邦-のギムナジウ

ムにおける物理教育の現状7)も,明らかにしてきた｡

引き続き,本稿の具体的な目的は,チューリンゲ

ン邦の東隣に位置している旧東 ドイツ地区 ･ザクセ

ン邦に焦点を当て,中等教育段階の学校,6年制ミッ

テルシューレMittelschule(IntermediateSchool,

MiddleSchool,通算呼称,第5-10学年)にお

ける物理教育の現状を,いわば学校教育法,同施行

規則,学習指導要領など8-14)を手がかりにして,

明らかにすることである｡

なお,このザクセン邦における初等科学教育の現

状は,前稿 15)で明らかにしている｡また,連邦構

成16邦の一つ,ザクセン邦FreistaatSachsen(邦

都 ドレスデンDresden)は.いわゆる旧東 ドイツ地

区,新編入5邦の中で,最も人口 ･人口密度の大き

な邦であり,面積と人口とも,四国に,ほぼ相当し

ている｡同邦の他の独立市 (KreisfreieStadte)と

しては,ドレスデンの他に,ケムニッツ(Chemnitz),

ライブツイヒ (Leipzig)などがある｡

Ⅱ.枠組み

ドイツ連邦共和国においては教育の管轄権が邦に
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あることを,ザクセ ン邦の憲法 (第 103条)によっ

て確認できる｡

Ⅱ.1.学校制度

表1は,ザクセン邦の学校教育法における第4条

2項教育段階,第 6条 ミッテルシュー レ,第28条

就学義務の期間 と終了,第34条進路選択,第37条

環境教育である｡表2は,ザクセ ン邦 ミッテルシュー

レ教育法施行規則における第 3条取得希望修了証別

の授業,課程の選択,第4条課程の変更,第9条ギ

ムナジウム-の転学である｡

表 1 ザクセン邦学校教育法Schulgesetzftlrden
FreistaatSachsen(SchulG)

第4条学校の種類と教育段階

(1)学校制度は以下の学校種に区分される,

1.普通教育諸学校:a)基礎学校,b)特殊支援学校,

C) ミッテルシューレ,d)ギムナジウム

2.職業教育諸学校:a)職業学校,b)職業専門学校,

C)専門学校,d)専門上級学校, e)職業ギムナ
ジウム

及び,対応した職業教育を行う特別支援学校

3.生涯教育系の諸学校 :a)夜間ミッテルシューレ

と夜間ギムナジウム,b)コレーク｡

(2)教育段階は以下に区分される,

1.初等教育段階は,第1-4学年である

2.前期中等教育段階は,普通教育学校の第5- 10

学年であり,また夜間制ミッテルシューレを含む

3.後期中等教育段階は,普通教育学校や職業教育学

校の第11-12学年であり,また夜間ギムナジウム,

コレークを含む｡

(3)ミッテルシューレとギムナジウムとの第5と6学

年は,オリエンテーションの機能を有している｡基礎

学校卒業後になされた進路決定は,変更されてよい｡

第6条ミッテルシューレ

(1)ミッテルシューレは普通教育と職業準備教育と

を行い,職業資格の為の前提を作 り上げるO複数課

程.ハウプトシューレ課程とレアールシューレ課程

とに分かれる｡生徒は第9学年までの在学でもって

ハウプトシューレ修了証を得る｡2005/2006学年度

から,特別な学力を求めるハウプ トシューレ課程に

参加した生徒であれは この上位のハウプトシュー

レ修了証を取得できる｡第10学年までの在学と修

了試験の合格とでもって,レアールシューレ課程の

生徒はレアールシューレ修了証を取得する｡

(2)ミソテルシューレは第5- 10学年からなる0第

7学年から,学力と取得希望の修了証とに基づく多

様化が始まる｡

(3)ミッテルシューレで課程別の学習分野が準備さ
れる｡

(4)職業準備と,特に,職業資格付与教育課程への進

学容易化との改善の為に, ミッテルシューレは,職

業教育諸学校や職業教育関連の諸団体と,協力する｡

第28条就学義務の期間と終了

(1)就学義務は2つの区分からなる｡第 1は基礎学

校か普通教育の支援学校の第1-4学年そして普通

教育の上級学校の就学 (昼間制学校義務)｡第2は,

職業学校か対応する職業教育の特別支援学校の就学

(職業学校義務)｡

(2)昼間制学校義務は9学年にわたり,職業学校義

務は通常3学年にわたる｡

(3)職業研修生の職業学校義務は,職業養成関係の

終了と共に終わる｡

(4)職業学校義務の終了以前に職業養成関係を始め

た職業研修生は,職業養成関係の終了で職業学校義

務終了となる｡職業義務の修了後に職業養成関係を

始めた職業研修生は.職業学校か対応する職業教育

の支援学校に就学養成関係の終了まで通学する｡

(5)職業教育学校の1年制の昼間制教育課程を正規

に通学したか,他の方法で充分に養成を受けたと見

なした場合に,職業学校義務は,早期に終了したこ

とになる｡若者が職業養成関係を始めたならば,職

業学校義務は再開となる｡

第34条進路選択

(1)基礎学校修了時に学校の進路推薦書に基づき両

親が進路決定を行う(,第5･6学年においても,学

校によって進路推薦が言及される｡進路推薦に関し

て両親は.広範に情報を与えられ相談にのってもら

うことになる｡

(2)ミッテルシューレ,ギムナジウム,職業専門学校,

専門学校,専門上級学校,職業ギムナジウム,ある

いは,第2の教育の道 (生涯教育)の諸学校への進

学に関しては,適性に従い,能力と学力に応 じて,

生徒が決定する｡

第37条環境教育

(1)学校は環境に関する教育内容を教える｡学習指

導要領では教科枠を越えて扱われ,生態学的基礎教

育を全ての生徒に保証するOこの教育内容に支えら

れた環境教育の目標は,環境への正しい態度とその

取り組みとに至ることである｡

(2)学校は可能な範囲 ･可能な分野で実際的な環境

保護を推進する｡

表2 ザクセン邦 ミッテルシューレ教育法施行規則

VerordnungdesSMKOberMittelschulen
im FreistaatSachsenundderen

AbschlussprMungen(Schulordnung
MittelschuLenAbschlussprtlfungen-
SOMIAP),SMK:Staatsministerium ftlr
Kultus

第3条 取得希望修了証別の授業,課程の選択

(i)第7学年から,ハウプトシューレ課程とレアー

ルシューレ課程において希望修了証に従う授業 (敬

得希望修了証別の授業)がなされる｡この外的多様

化は,教科 ドイツ語,数学,第 1外国語,物理,化

学で行われる (多様化教科)tっ

(2)ハウプトシューレ課程は第7-9学年からなり,

ハウプトシューレ修了証か上位のハウプトシューレ

修了証の取得に至る｡
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(3)レアールシューレ課程は第7- 10学年からなり,

レアールシューレ修了証の取得に至る｡

(4)クラス会議が第6学年後期の始めにこれまでに

挙げてきた成績と想定している成績とに基づき生徒

がどの課程に進むかを定める｡レアールシューレ課

程への進級は,第6学年の半期毎の成績で,評語 ｢可｣
より悪い2つ以上の多様化教科がある場合,考慮外

である｡クラス会議が第6学年後期の終わりに,級

期に挙げた成績が挽回となれば,決定を修正できる｡

両親の意志は考慮される｡

第4条課程の変更

(1)課程の変更は,クラス会議が決定し,これまで

に挙げてきた成績と想定している成績が正当化すれ

ば,第7か8学年末になされる｡両親は該当出願を

出せる｡変更は原則的に各学年修了後に行われる｡

第26条は変更なしである｡

(2)ハウプトシューレ課程にいた第9学年生が.上

位のハウプトシューレ修了証の全ての年度末評点の

平均が2.4以上に悪 くない場合で,教科 ドイツ語,

数学,物理,化学の年度末評語で少なくとも良が得

られている場合には,第10学年に進級できる｡

(3)レアールシューレ課程にいた生徒が進級できな

かった場合には,クラス会議が,留年が多様化教科

の良くない成績でなされ,どの教科でも ｢不充分｣

という最も悪いでない場合には,ハウプトシューレ

の学年に進級することを決定する｡両親の意志は考

慮される｡

第9条ギムナジウム-の転学

(1)第5か6学年生の両親の申込で.それぞれの学年

の教員会議は後期に,次のどちらかの推薦書を出す0

1.ギムナジウムの教育に適正.2.ミッテルシュー

レの教育に適正｡

推薦書は両親に書面で知らせられる｡

(2)ギムナジウムへの転学推薦が出される｡ 1.半

期の成績で教科 ドイツ語,英語.数学の平均評点も

他の教科群の平均評点も2.5よりも良ければ,2.

生徒の学習状況,学校での成績の様式と結果,これ

からの成長がギムナジウムの要請に完全に応えると

期待されれば

(3)生徒が学年度末に第2項に従い要件を充たせば,

ギムナジウムへの転学推薦が出される｡

(4)他の場合ではミッテルシューレ-の推薦が出さ

れる｡

(5)ゾルブ語のバウテンのギムナジウムや両方が使わ

れている他のギムナジウムで,教科 ドイツ語が教科

ゾルプ語に換えられてよい｡決定は学校会議が行う｡

(6)文部科学省によって公表されている手本に対応

する書式が,推薦書では使われる｡

なお,評語 (評点Jは,"sehrgut"日 ):香,"gut''(2);倭,
"befriedigend"(3);良,"ausreichend"(4)',可,"mangelhaft"
(5);不可,"ungentigend"(6):不充分.である｡

462制の学校制度, 9年間の義務教育, ミッテ

ルシューレの使命,2つの課程の相違や移行条件な

ど,そ して. ミッテルシューレ-の進路決定などは

原則 として入学試験でな く推薦書によって決まって

い くこと,などを確認できる｡

なお,普通教育を行 う中等教育段階の学校は2分

岐 し,基礎学校の最終学年第4学年卒業後,45%が,

いわば中高一貫学校 としてのギムナジウム(8年制)

に,55%弱が前期中等教育段 階だけの,いわば中

学校 としての ミッテルシュー レ (5ない し6年制)

に進んでいる (2009/10年度)｡ また,取得資格別

普通教育学校卒業生数 (2009年)におけるレアー

ルシューレ修了証取得の生徒数 とハウプ トシューレ

修了証取得及び修了証無取得の生徒数からは, ミッ

テルシューレの卒業生の約 7割が, レアールシュー

レ修了証を取得 しているとみなせる｡

Ⅱ.2.過授業時間数 ･学習指導要領

表 3は,ザクセ ン邦初等教育段階の基礎学校週授

表 3 ザクセン邦 基礎学校週授業時間割表StundentafeIfordieGrundschule

Klassenstufe学年 1 2 3 4 計

Religion/Ethik宗教//倫理 1 2 2 2 7

Deutschドイツ語Sachunterricht事 象 孝史授 7 6 7 7 27
9a) 9a) 9a) 10a) (37)

2 3 2 3 10

Mathematik数学 5 5 5 5 20

Englisch英語 - - 2 2 4
KUnst芸術 1 1 2 1 5

Werken工作 1 3a) 1 3a) 1 5a) 1 4a) 4
Musik音楽 1 1 2 2 6

Sponスポーツ 3 3 3 3 12
Anfangsunterricht入門授業 2b) - - - 2
SUmme合計 21+2 22 26 26 95+2

lntensivesSp｢achenlernen会話集中授業 1 1 1+C) 1+C) 4

a)教科群における各教科への配分は教授学的要請に従って集中流動的になされてよい｡しかし,学年内では各教科の時間は守られねば
ならない Q

b)新入生段階における多様な支援の為の時間｡
C)特定の基礎学校における承認された計画に基づく会話集中授業｡3,4学年で.支援授業を含めて,合計で週3時間まで｡
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表4 ザクセン邦 ミッテルシューレ週授業時間割表StundentafelfLirdieMittelschule

Klassenstufe学年 5 6 7 8 9 10 計

a)PfJichtbereich必修

Deutschドイツ語 5 5 4 4 4 4 26

EnqHsch英語 5 5 4 4 3 3 24
ReHg.lOn/Ethik宗教/倫理 2 2 2 2 2 2 12
Geographie地理 2 2 2 1 1 2a) 10 (か8)
Geschichte歴史 1 2 2 2 2 2a) ll(か9)
Mathematik数学 5 5 4 4 4 4 26

Physik 物 理 - 2 2 2 2 2 10
Chemie化学 - - - 2 2 2 6

Biologie生物 2 2 2 1 1 2 10
Gemeinschaftskunde/Rechtserziehung社会/会計 - - - - 2 2 4
Sportスポーツ 3 3 3 3 3 3 18
Musik音楽 2 1 1 1 1 2b) 8(か6)
Kunst芸術 2 1 1 1 1 2b) 8(か6)
Technik/Computer技術/コンピュータ 2 1 - - - - 3
lnformatik情報 - - 1 1 1 1 4
Wirtschaft-Technik-Haushalt/Soziales経済-技術一家庭/社会 - - 2 3 3 - 8

31 31 30 31 32 29 184

b)Wahlp刊ichtbereich選択

2.Fremdsprache(abschlussorientiert)第 2外国語 (修了証関 2 3 3 3 3 14
逮)

Neigungskurse興味コース 2 2 2 - 6
Vertiefungskurse発展コース - - - 3 3

31+232十133+134+132 193+5

C)F6rderunterricht補習

a)地理か歴史｡b)音楽か芸術｡

表5 ザクセン邦 ギムナジウム前期中等教育段階 (第5- 10学年)週授業時間割表Stundentafel佃rdas

Gymnasium-Sekundarstufe1

Klassenstufe学年 5 6 7 8 9 10 計

Deutschドイツ語 5 4 4 4 4 4 25

Religion/Ethik宗教/倫理 2 2 2 2 2 2 12
Geographie地理 2 2 2 1 1 2 10
Geschichte歴史 1 2 2 2 2 2 ll

Gemenschaftskunde/Rechtserziehung/Winschaft社 - - - 2 2 4
会/会計/経済

Sportスポーツ 3 3 3 2 2 2 15
MUsik音楽 2 1 1 2 1 1 8
Kunst芸術 2 1 1 1 1 1 7

Englisch英語 5a)4 4 3 3 3 22
2.Fremdsprache第 2外国語 -a)4 4 4 3 3 18
Mathematik数学 5 4 4 4 4 4 25

Biologe生物 2 2 2 1 2 2 ll
Cheme化学 - - 1 2 2 2 7

Physik 物 理 - 2 2 2 2 2 10

Profil(gese"schaftswissenschaftlich,kunstlerisch,n 3 2+1b) 2+1b) 9atun〃ssenschaftlich,sportlich)系 別 (社会科学,芸
術,自然科学.スポーツ)

Pro川(Sprachlich)系別 (言語) - - - 3 3 3 9

Technik/Computer技術/コンピュータ 2 1 - - 系に相応 しい情報教育 b) 系に相応 しい情報教育 b) 5lnformatik情報 - - 1 1
31 32 33 34 34 35 199

a)5学年で外国語が2つの場合は,英語3時間,第2外国語4時間となる｡

b)ギムナジウム学校規則の第 17条 1項 1-4号における系の第9と10学年で,系に相応しい情報教育が,それぞれ,1//3週授業時

間を数える｡
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業時間割表である｡前期中等教育段階に属するミッ

テルシュー レとギムナジウムの第 5-10学年の過

授業時間割表は,表 4,5である｡

初等教育段階,基礎学校 においては科学教育は独

立 した教科 として設定されていない｡一方,中等教

育段階には,科学 (理科)はなく,生物,物理,化

学 という教科 (地学はない)が設けられている｡

なお, ミッテルシューレにおける複数課程,ハウ

プ トシューレ課程 とレアールシュー レ課程 との違い

によって第 9年 (義務教育)か第10学年かの修了

の違いがあ り,物理の週授業時間数合計 も, 8か

10の違いが生 じる｡

表 6は,ザクセン邦 ミツテルシューレ学習指導要

領 ･物理の冒頭部分 と目次である｡

表 6 ザクセン邦 ミッテルシューレ学習指導要領 ･

物理 (冒頭 ･目次)

ミッテルシューレ学習指導要領は,

第5-7学年には2004年8月1日

第8学年には2005年8月1日

第9学年には2006年8月1日
第10学年には2007年8月1日

に,有効となる｡

学習指導要領は.ザクセン邦教育･学校開発研究所 (コ

メニウス研究所)との協力の下,ミッテルシューレ教

員によって作成された｡部分改訂は,含まれる学習指

導要領移行段階の2009年における終了後,ザクセン

邦教育研究所との協力の下,ミッテルシューレ教員に

よってなされた｡

Fnhaltsverzeichnis目次 ･･･Sejte頁

TeilGrundlagen総則
学習指導要領の構成と拘束性 ･･IlV
ミッテルシューレの目標と使命 ･･･Vll
教科連携の授業 ･- lX
学習の学習 ･･･X

TeilFachlehrptanPhysik%#編
物理の目標と使命 ･･･2
学習分野と標準授業時数の一覧 ･･･4

第6学年 ･･･6

Hauptschulb‖dungsgangハウプトシューレ課程- ･ll
第7学年 - ･11
第8学年 - ･15
第9学年 ･･･19

RealschuFbildungsgangレアールシューレ課程･･I24
第7学年 ･･･24
第8学年 ･･･28
第9学年 ･･･32
第10学年 ･･･36

2004年か ら3年間を掛けて順次移行 し,部分改

訂が,移行段階の終了2009年にザ クセ ン邦教育研

究所 との協力の下, ミッテルシュー レ教員によって

なされている｡ 日次か らは, ミッテルシューレにお

ける物理教育が第 7学年か ら複数課程,ハ ウプ ト

シューレ課程 とレアールシューレ課程に分化 してい

ることが確認できる｡

Ⅲ1 ミッテルシューレの物理教育

複数課程ノ､ウプ トシューレ課程 とレアールシュー

レ課程別に,いわば内容構成であるObersichtOber

dieLernbereicheundZeitrichtwerte学習分野 と

標準授業時数 との一覧をまとめれば,順 に,表 7,

8となる｡なお,表 8は,ハウプ トシューレ課程と

同じ部分は省略 し,異なる (数値,順序を含む)学

表 7 ミッテルシューレ ･ハウプ トシューレ課程の

物理の学習内容 と標準授業暗数

ハウプトシューレ課程 (第6-9学年)

4ケ学年*54時数 (27*週2)- 216
第6学年 54
LB1光とその現象 18
LB2物体の運動,物の密度. 14
LB3物体の温度と状態 13
LB4電気回路 5
選択内容 4
WLB1童話での物理

WLB2昼夜でのオリエンテーション

WLB3時間測定の歴史

第7学年 54
LB1力とその作用 . 20
LB2エネルギー,環境,人間 8
LB3電気伝導 22
選択内容 4
WLB1自転車での力の伝達

WLB2昔と今の水草と風車

WLB3 自然の力,稲妻

第8学年 54

LB1金属内の電導 15.
LB2圧力とその作用 10
LB3熱と熱機関 25
選択内容 4
WLB1:気球旅行の基礎

WLB2 自動車の物理学

WLB3:地域の気象

第9学年 54
LB1:半導体素子とその利用 8
LB2 *電気エネルギーの生産と加工 *7
LB3:*核分裂融合-利用と危険 *7
LB4:宇宙,地球,人間 14
LB5 *運動とその起因 *1144
選択内容 4
WLB1:様々な楽器
WLB2映像の学習

WLB3:色の世界

*なお,2004年版から2009年版で,次のような変化があった｡

I.B2では,裁量Differenzierungが付加され,時数が6から7に
増加,LB3では.時数だけが6から7に増加,LB5では,4項
目から3項目 (最終項目は変更なし,第1-3項目は削除,軽減,
組み換えして2項目)に縮小され,時数が16から14に減少したC
この3つの学習分野の合計時数では,変化がなかった｡
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習分野部分だけを示 している｡加えて,表 9は,ギ

ムナジウム前期中等教育段階 (第 5- 10学年)の

物理の学習内容 と標準授業時数である｡また, ミッ

テルシューレ ･レアールシューレ課程 (ないしハウ

プ トシューレ課程) と異なる (数値, 順序を含む)

学習分野部分のみを示 している｡

表 8 ミッテルシューレ ･レアールシューレ課程の

物理 の学習 内容 と標準授業時数 -ハ ウプ ト

シューレ課程 と異なる (数値,順序を含む)学

習分野部分以外は省略,つ まり,省略 (同一)

部分は表 7を参照のこと

レアールシューレ課程 (第6-10学年)

4ケ学年*54時数 (27*週2)+1ケ学年* 260
44時数 (22*週2)-
第7学年 54
LB1力とその作用 22
LB3電気伝導 20
選択内容 4
WLB1自然の力,稲妻
WLB2単純器械
WLB3釣合における物体
第8学年 54
選択内容 4
WLB1飛行の物理学
WLB2非電気量の電気的測定
WLB3 自動車の物理学
第9学年 54
LB1半導体における現象 10
LB2核分裂融合-利用と危険 6
LB4運動とその起因 20
選択内容 4
WLB1空想の物理学
WLB2管内の電導
WLB3投射と飛行-運動の合成
第10学年 44
LB1電気エネルギーの生産と加工 12
LB2情報処理の基礎 12
LB3:光と色 8
LB4:実習 8
選択内容 4
WLB1:現代物理学
WLB2:星への旅行

表 9 ギムナジウム前期中等教育段階 (第 5- 10
学年)の物理の学習内容 と標準授業時数-ミッ
テルシューレ ･レアールシューレ課程 (ない し

ハウプ トシューレ課程)と異なる (数値, 順序

を含む)学習分野部分以外は省略,つまり,省

略 (同一)部分は表8(ないし7)を参照のこと

ギムナジウム (第6-10学年)

標準授業時数総計 :5ケ学年*54時数 (27* 270
週2)-
第6学年 54
LB1光とその現象 17
LB2物体の特性と運動 14
LB3物体の温度と状態 14
選択内容 4

WLB2断熱
WLB3色
第7学年 54
LB1力 22
LB2電気回路における電流と電圧 18
LB3エネルギー変換器 10
選択内容. 4
WLB1昔と今の力の変換器
WLB2電気スイッチ
WLB3飛行

LB1液体と気体の力学 12
LB2熱エネルギー 15
LB3電気素子の特性 15
LB4自主的な実験 8
選択内容 4
WLB1気球旅行
WLB2冷蔵庫と熱ポンプ
WLB3非電気量の電気的測定
第9学年 54
LB1エレクトロニクスの基礎 9
LB2エネルギー供給 18
LB3:運動法則 16
LB4:物理の実習 7
選択内容 4
WLB1自然放射性
WLB2風と太陽のエネルギー
WLB3曲線軌道の運動
第10学年 54
LB1:力学的振動と波 10
LB2宇宙,地球,人間 18
LB3:光線と波としての光 9
LB4:ヘルツ波. 7
LB5物理の実習. 6
選択内容 4
WLB1:望遠鏡

WLB2電子メディアによるコミュニケーション

各学年54 (レアールシューレ課程の第10学年は

44)の内.それぞれ 4時数が選択学習分野に割 り

当てられている｡各学年で準備 されているそれぞれ

3つを,ハ ウプ トシュー レ課程 (第 7-9学年),

レアールシューレ課程 (第7- 10学年),ギムナジ

ウム (第 6- 10学年)の 3区分で,比較すれば,

これらに同一のものは少なく,例えば,それぞれの

第 9学年の選択学習分野, 順に,様々な楽器.映像

の学習,色の世界 ;空想の物理学,管内の電導,投

射と飛行一運動の合成 ;自然放射性,風 と太陽のエ

ネルギー,曲線軌道の運動で全 く異なってお り,選

択であろうと想定されている生徒の興味関心 と能力

と違いの反映を見ることができる｡

必修学習分野では,この3区分 :ハウプ トシュー

レ課程 (第6-9学年),レアールシューレ課程 (節

6- 10学年),ギムナジウム (第6- 10学年)で,

同一なのは第6学年の電気回路だけしかない｡2区

分 :ハウプ トシューレ課程 (第6-9学年),レア-
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ルシューレ課程 (第6-10学年)については,第6

学年の全てと,第7学年で 1分野:エネルギー,環境,

人間,第 8学年の全て,第 9学年で 1分野 :宇宙,

地球,人間において,分野名 とその時数ともに同じ

である｡第7学年の残 り2分野は,分野名 ･合計時

数が同じであるが.一方の時数減が他方の時数増に

なっている｡第9学年では,分野数が5と4で異なり,

半導体素子 とその利用が8時数に対 して,半導体に

おける現象が20など,単純な対応関係になっていな

い｡また,実習Praktikumという学習分野は第10学

年の最後に設定されている,つまり,実習はレアー

ルシューレ課程 とギムナジウムとにあり,ハウプ ト

シューレ課程にはない｡結局,内容構成からも,｢第

7学年から.ハウプ トシューレ課程とレアールシュー

レ課程において希望修了証に従 う授業 (取得希望修

了証別の授業)がなされる｣ことが,確認できた｡

Ⅲ.1.目標

ZieleundAufgabendesFachesPhysik物理の

目標と使命 (課題)は,ハウプ トシューレ課程 (5

年制), レアールシューレ課程 (6年制)別ではなく,

BeitragzurallgemeinenBildung一般教育への寄

与とallgemeinefachlicheZiele教科 目標 とに分け

て,示されている｡

普通教育を行う中等教育段階の学校のもう一つの

学校,ギムナジウム (8年制)における教科物理 (第

6-12学年)の目標 とこのミッテルシューレ (第6

- 10学年) との比較検討する為に,教育への寄与と

教科 目標の順に目標を示せば,表10と表11となる｡

表10,11からは,以下のようなことに注 目できる｡

一般教育への寄与 としては,責任だけを求めるのか,

判断評価 までも求めるかの違い,職業準備 ･生涯教

育としての意義を問題にするか社会における意義を

問題にするかの違い;個性の育成では,創造性 とファ

ンタジーを支えるに対 して目的達成への執着が育つ

の違い,教科 目標 としては,ともに,天文学的事象

の分析,専門用語や専門的表現形態の活用,自らの

世界像の形成を掲げているが,思考 ･研究方法の育

成に対 して応用であ り,課題に取 り組む際の方略の

育成を挙げるか挙げないかの違いである｡これらは,

とりもなおさず, ミッテルシューレとギムナジウム

との違い :学校の年限 (前期中等だけと後期中等ま

で)の差,性格 (取得可能資格)の違いに由来して

いるといえる｡

表10 教科物理の一般教育への寄与, ミッテルシューレとギムナジウムとの比較

ミツテルシユ 教科物理は,自然諸教科生物と化学とともに,この現象の物理学的観点を取り上げ物理学的方法で探

物理教育では,自然 .人工環境を意識的に把握し,自然科学と技術によって影響を受けた現代世界に

おいて,責任感をもって対峠できる為に,生徒は基礎的な物理 .天文学的知識を学ぶ○

物理教育は個性発展に資するo共同の実験や問題解決がコミュニケーション能力,ティームワーク能力

,また,創造性とファンタジーを支える.つ物理 .天文学の内容を議論することで,生徒は,目的達成,

誠実,自律,論理的思考.批判的価値とともに,学修能力と職業準備にとって意味のある前提を培う○

更に,教科物理は,自然と技術を扱うことで,興味関心を育てる為の推進力となるo

新旧のメディアの活用で,壁徒は,生涯教育の基盤を得るD

ギムナジウム 普通教育にとつての物理教育の寄与は,物理学的認識の社会的意味からも,それが得られた固有の方

第6-12学年 法からも,生じる○授業で,壁徒は,自然 .技術世界の事物現象を扱う○

原子から宇宙までの物の構造に関してイメージを育てる○その際に,自分の世界観の育成がなされる○

そこで,教科が個々人の自己理解への寄与を行う○

任を担うことを,技術の成果を評価することを可能にする基礎的な物理学の知識を生徒は,習得するC

専門家と素人とのコミュニケーションが容易なものとなる○天文学的内容の扱いは,この観点から自

然環境の保全に対す る人間の責任を把握する可能性を生徒にもたらすつ

物理教育は経験科学における学問的な研究にとって基盤と方向性を教えるD物理学的認識獲得にとつ
て実験,仮説.モデル,理論の意味と限界が生徒に把握されるo学際的な分野のテーマは自然科学の

視点から考えられ,擬似科学分野の言及が判断評価されうる○

物理学の熱心な取り組みは,大切な個性の育成を支える○個別や共同の実験は,コミュニケーション

能力とティームワーク能力を促進する〇物理教育では,我慢強さ,自律心.誠実さ,日的達成への執

着と同様に,論理的思考が育つ○

物理教育の大切な課題は,自然と技術のテーマに取り組む興味と喜びを増進することであるo相応し

I 35 1



田中 賢二

表 11 教科物理の教科 目標, ミッテルシューレとギムナジウムとの比較

ミツテルシューレ第6-10学年 生活界の解明と自らの世界像の形成とに関係する物理 .天文学的事象の分析

認識獲得と問題解決とに関係する自然科学的思考 .研究方法の育成

専門用語や専門的表現形態の活用

ギムナジウム第6-12学年 様々な生活分野に関係する物理 .天文学的事象の分析

物理学的思考 .研究方法の応用

物理学の問題と課題に取り組む際の方略の育成

専門用語や専門的表現形態の活用

Ⅲ.2.学習内容

学習分野の指示 は,表による形式で行なわれて

いる｡備考は提案であ り,適切 な教授学習方法の

指示,内容的な説明, また.児童-の多様 な支援

可能性の事例である｡-で,同一教科 内や他の教

科 の 目標 と内容 に, そ して,一 一 で, ミッテル

シュー レの教科枠を越えた上位の目標 (Bildungs-

undErziehungsauftrag陶冶訓育使命)に対する

関連指示 も含んでいる｡備考の欄が選択で､ 目標 と

内容の欄が必修 といえる｡

表12は,その例であ り,ハウプ トシュー レ課程

とレアールシュー レ課程で共通 :第6学年,第 1学

習分野 :光 とその現象,18時数である｡6つの大

項 目とそれぞれ 0-3の中項 目,計11の中項 目か

ら構成されている｡

表 13は,ハウプ トシューレ課程 とレアールシュー

レ課程 とにおける必修 (選択分野を除 く)分野別 ･

大項 目数 ･中項 目数 ･時数の対比である｡

表 12 ハウプ トシューレ課程 とレアールシューレ課程で共通 二第6学年,第 1学習分野 :光とその現象18時数

LernzieleundLerninhalte目標と内容 Bemerkungen備考

物理学と天文学-の洞察 自然観察,自然法則.有用な研究,物理学の諸分野

光の伝搬現象の理解-光源と光っているもの一光の伝搬特性･全方性,直進性･光速 歴史的な考察,今日の光源とその応用太陽から地球まで光の到達時間

-全影と半影 (生徒実験) 透過性

光の反射における知識の転移 氷,水の表面,装飾品

-平面鏡の反射法則,入射角-反射角 (生徒実験) 鏡映文字

-光線の記号 記録に際して他の自然諸科学との協力_

-凹面鏡 -生物,第5学年,第6学習分野

裁量 :放射線レベル

-数学,第5学年,第3学習分野

裁量 :反射鏡

投光装置,太陽オーブン;(生徒実験)

簡単な光学機器で光の屈折に関する知識の応用 日常の諸現象

-空気からガラスや水へ,その逆での光の進行におけ 光線の可逆性

る屈折の法則 (生徒実験) -生物,第6学年,第3学習分野

-凸レンズ (生徒実験) 発散レンズの言及

･焦点と焦点距離 像の拡大 .伸縮

･主要な光線を使った像の完成 実像 .虚像

-写真機,プロジェクター 臥 ルーペ,めがね

天文事象-の知識の転移 プラネタリウムや学校天文台の見学

-太陽系の構造 -地理,第5学年,第1学習分野

･太陽,地球,月 継続観察

･惑星の配置 大きさ;モデル

一月の相 (生徒実験) 食

-一美的感覚 :自然現象の美しさ

企画の作製 マニュアルに従い,あるいは.宿題でも可能,日時計,潜望

鏡,ピンボールカメラ
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表13 ハウプ トシューレ課程とレアールシューレ課程とにおける必修 (選択分野を除く)分野別･大項目数･

中項目数 ･時数の対比 (但 し,両課程で異なる部分は太字斜体で示 している)

学午 ハウプトシューレ課程 レアールシューレ課程

3 3 8 13 物体の温度と状態 3 3 8 13 物体の温度と状態

4 2 6 5 電気回路 4 2 L L5 電気回路 _ ｣

3 ♂ 15 22 電気伝導 ⊥ 3 4 LiP_ 20 電気伝導

1 3 ♂ 15 金属内の電導 ｢ 1 ㌃ ｢す｢元15 金属内の電導

8 2 2 ♂ 10 圧力とその作用 2 2 5 10 圧力とその作用

3 4 ♂ 25 熱と熱機関 ー Lj3 4 ll生 し竪 1旦 阜墾機関

17 2 7 ♂ 手番体秀子とその舶 1 2 ~て｢｢~元~半導体(=おける凝象

9｣_2 2 4 7 電気エネルギーの生産と加工 - - - -

3 2 4 7 核分裂融合-利用と危険 2 1 4 ♂ 核分裂融合-利用と危険

_旦｣3 10 14 運動とその起因 4 4 13 20 運動とその起因

10 - - - - 1 2 ♂ 12可 盲哀三言両 帝- - - - 2 3 6 12座 裁脚 の基産

- - - - 3 2 ♂ ♂ jEと色

- - - - _¶ ¶ ｣ 4 3 6 ど 男野

第6学年の他に,2つの課程で,全て (学年 ･分

野名 ･大項目数 ･中項目数 ･時数)で同ふなものは

ない｡

大項目の述部は,学習目標表現 として統一的な9

種の用語が使われているが,その目標表現区分別の

大項目数,その中項目数とそれらの比に注 目し,4

区分 :第6学年 (ハウプ トシューレ課程&レアール

シューレ課程),第7-9学年 (ハウプ トシューレ

課程),第7-9学年 (レアールシューレ課程),第

10学年 (レアールシューレ課程)別に示せば,衣

14である｡

なお,目標表現区分の問題解決を使った目標と内

容の大項 目は ミッテルシューレの物理にはなかっ

た｡それに対 して,ギムナジウムの物理では,例え

は 第9学年,第4学習分野,物理の実習,7時数

において,複雑な実験手順を伴う問題解決のように,

問題解決を使った大項目があることで違っている｡

ハウプ トシューレ課程とレアールシューレ課程と

の7-9学年における学習内容の目標表現の違いで

注目できるのは,理解 (ハウプ トシューレ課程>レ

アールシューレ課程)と態度 (ハウプ トシューレ課

程<レアールシューレ課程)の数 (割合)であるo

表14 目標表現別区分別の大項目数,その中項目数とそれらの比

目標表現区分 第6学年 (ハウプトシューレ課程&レアールシューレ課程)
大項目数 中項目数 中項目数/大項目数

1 Beherrschen習熟 3 10 3.3
2 Anwenden応用 3 8 2.7
3 Kennen理解 2 5 2.5
4 Obertraqen転移 2 5 2.5
5 Beurteilen判断 1 4 4.0
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7 Einblick洞察 1 0 0.0
8 Gestalten作製 1 0 0.0
9 Problemlasen問題解決 0 0 -

全体 (計) 14 36 2.6

目標表現区分 第7-9学年
ハウプトシューレ課程 レアールシューレ課程

目数 目数 大項目数 目数 目数 大項目数
1 Kennen理解 17 46 2.7 10 30 3.0
2 Einblick洞察 5 15 3.0 2 6 3.0
3 BeUrteilen判断 4 15 3.8 6 16 2.7
4 Anwenden応用 3 6 2.0 6 18 3.0

5 Obertraqen転移 2 5 2.5 2 3 1.5
6 Beherrschen習熟 1 3 3.0 1 3 3.0
7 Sichpositionieren態度 1 2 2.0 3 14 4.7
8 Gestalten作製 1 0 0.0 2 0 0.0
9 Problem(asen問題解決 0 0 - 0 0 -

全体 (計) 34 92 2.7 32 90 2.8

大項目数 中項目数 / 中項目数′/大項目数
1 Anwenden応用 2 7 3.5
2 Einblick洞察 2 7 3.5
3 Beherrschen習熟 2 5 2.5
4 Gestalten作製 1 3 3.0
5 Ubenraqen転移 1 2 2.0
6 Beurteilen判断 1 2 2.0
7 Kennen理解 0 0 -
8 ProblemIbsen問題解決 0 0 -

9 Sichpositionieren態度 0 0 -

なお,大項目のもとに必ず中項E]があるとは限らない,つまり,O佃の場合もあることが,確認できるC

表15は, 4区分別 ･上位の 目標- ･教科へ ･教

科内学習分野-の関連指示数である｡

ハウプ トシューレ課程 とレアールシューレ課程 と

の 7-9学年における上位の目標への関連指示の違

いで注 目できるのは,メディアコンビテンシー (ハ

ウプ トシューレ課程にあ り),社会コンビテンシー

(レアールシューレ課程にあ り),多岐展望 (レアー

ルシューレ課程にあり)の有無である,J

ハウプ トシューレ課程とレアールシューレ課程 と

の7-9学年における (他)教科への関連指示の違

いで注 目できるのは,MA数学 (レアールシューレ

課程にあり)BIO生物 (ハウプ トシューレ課程にあ

り)の有無,CH化学 (ハウプ トシューレ課程<レアー

ルシューレ課程)GE歴史 (ハウプ トシューレ課程

>レアールシューレ課程)の数であるO

ハウプ トシューレ課程とレアールシューレ課程 と

の7-9学年における教科内への関連指示の違いで

注 目できるものはない｡なお,上学年-の関連指示はない｡

表16は,4区分別の目標 と内容欄 と備考欄に指

示 されている生徒実験Schtilerexperimentと観察

(課題)Beobachtungsaufgabeの指示数である｡

表15 区分別 ･上位の目標へ ･教科へ ･教科内学習分野への関連指示数

｢恵 シユー レアールシューレ課程

2 -→ - Umweltbewusstsein環境への意識 4 3
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6 ---AsthetischesEmpfinden美的感覚 1

7 一 一 Kommunikationsf?higkeitコミュニケーション能力 1

8 一 一Lemkompetenz学 習 コンビテンシー 1

9 一一Mehrperspektivitat多岐展望 1

計 9 13 ll 2

ハウプ トシューレ課程 レアールシューレ課程 第 10学 年 (レアールシューレ課程)

1 -CH化学 2 4

2 -GEO地理 1 2 3

3 -MA数学 5 1

4 -BlO生物 3 1 1

5 -GE歴史 3 1

6 -VKTechnik発展 コース技節 1 1 1

7 -WTH経済-技術 -家庭 1 1 1

8 -GSSU事象教授 1

9 -GSWE工作 1

10 -lNF情報 1

ll -TC技術/コンピュータ 1

計 12 10 ll 4

ハウプ トシューレ課程 レアールシューレ課程 第 10学 年 (レアールシューレ課程)

1 -第6学年 4 4 2

2 -第 7学年 3 2

3 一一第 8学年 1 1

4 -第9学年 1

表16 区分別欄別生徒実験 と観察 (課題)の指示数

SE-生徒実験 BA -観察課題

課程 .学年 (幅) 目標 と内 容 備 考 小計 目標 と内 容 備 考 小計 計

1 第6学年 (ハウプトシューレ課程 & レアールシューレ課程) 9 2 ll 1 0 1 12

2 第7-9学年 ハウプトシューレ課程 13 0 13 1 2 3 163 レアールシューレ課程 18 2 20 2 2 4 24

4 第 10学年 (レアールシューレ課程) 3 2 5 0 0 0 5

ハ ウプ トシュー レ課程 とレアールシュー レ課程 と ジウム前期 中等教育段 階用 18点 との重複 は,2点

の 7- 9学年 における生徒実験 と観察 (課題)の指 (なお, この 2点はCD付 きかな しかの遠いのみで.

示数の違いで注 目で きるのは, レアールシュー レ課 実質同 じもの) しかな く,峻別 される｡一方, ミッ

程の生徒実験の多きである｡(必修 13<18,選択0<2) テルシュー レ用 15点 は,ハ ウプ トシュー レ課程 と

最後 に,ザ クセ ン邦 の検定 (認定)物理教科書 レアールシュー レ課程 とに,区分 されていない｡

に注 目すれば, ミッテルシュー レ用 15点 とギムナ
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Ⅳ.あわりに

旧東 ドイツ地区 ･ザクセン邦に焦点を当て,中等

教育段階の学校,6年制 ミッテルシューレ (通算呼

称,第 5-10学年)における物理教育の現状 を,

いわば学校教育法,同施行規則,学習指導要領など

を手がか りにして,明らかにしてきた｡

ミッテルシューレは複数課程,ハウプ トシューレ

課程 とレアールシューレ課程からな り,第9年 (義

務教育終了)か第10学年かの修了の違いがあ り,

物理の週授業時間数合計にも,8か10の違いが生

じている｡第6-9学年では,同じ計 8週授業時間

数であるが,内容構成からも,第 7学年から,課程

別に,希望修了証に従う授業 (取得希望修了証別の

授業)がなされることが,確認できるO

第6学年の他に,2つの課程で,全て (学年 ･分

野名 ･大項 目数 ･中項 目数 ･時数)で同一なものは

ない｡ 7-9学年における学習内容の目標表現,上

位の目標への関連,他教科-の関連,生徒実験の指

示数などにも,ハウプ トシュー レ課程 とレアール

シューレ課程 との違いを見ることができる｡しかし,

ミッテルシューレにおける物理教育の目標 とギムナ

ジウムのそれとは別で違いを窺いしれるが,そもそ

ち,教科物理の目標は課程別に示されていなかった｡

また,検定 (認定)物理教科書 も,ハウプ トシュー

レ課程 とレアールシューレ課程 とに,区分されてい

ない｡そこで,授業実践に際して,教員の資質 ･能

力が問われることになるといえる｡

なお.本論文は,第34回科学教育学会年会 (平

成22年 9月12日,東広島市 ･広島大学)において

口頭発表した内容に,基づいたものである｡
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